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paperproposesasystemforstudents tostudy fromtheirenrollment tograduationandemployment.Absenceand
withdrawalarecausedbymanyfactors,suchastheircharacters,communicationability,humanrelationshipandfamily
affairs,notalwaysbyGPA.Accordingly, the facultymembersshouldgrasp these factorsand followup the target
students.
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ではそれに対応する担当部署も分化されているこ
とから、学生の状況を把握しきれなかったり、把
握しても適切な支援を行うことができない場合も
起こりうることが予想される。
　そこで、本研究は本学の学生の状況を把握し、
教員（授業）、職員（入試、教務、学生支援、進
路支援）が一体となり、学生が入口（入学）から
出口（卒業・就職）に至るまで学ぶことができる
ために、十分な支援ができる体制とは何かについ
て検討することを目的にした。
Ⅱ．方法
1．学生の状況調査
　学生の状況について、平成21 ～ 25年度在学生
の休学・退学者数とその割合、平成22 ～ 24年度
入学生のGPA（GradePointAverage）で区分し
た休学者数・退学者数、平成23 ～ 25年度卒業生
のGPAで区分した公務員試験合格者数を算出し
た。
2．平成26年度第2回FD・SD合同研修会の実施
　本学では、定期的にFD・SDの研修会を行って
いる。平成26年10月1日（水）に、「学生が最後ま
で学ぶために、教職員は何ができるか？」をテー
マに、学生支援課の藤井暖子課長補佐より「岡崎
女子短期大学の休学・退学の実態」、岡崎女子大
学の白垣潤准教授より「FDについて」講話をい
ただき、その後、「気になる学生に対して、どの
ような支援ができるか」について、グループワー
クを行い、その結果を集約した。
Ⅲ．結果及び考察
1．学生の状況調査
　平成21年～ 25年度の休学者数、退学者数につ
いて図1、2に示した。
　岡崎女子短期大学幼児教育学科第一部（以下：
第一部）の休学者は、平成21年度から11名（2.4
％）、6名（1.3％）、7名（1.4％）、7名（1.4％）、9
名（2.0％）、であり、幼児教育学科第三部（以下：
第三部）の休学者は、平成21年度から19名（8.6
％）、12名（5.2％）、19名（8.0％）、15名（5.9％）、
14名（5.2％）であった。
　第一部の退学者は、平成21年度から13名（2.8
％）、6名（1.3％）、8名（1.7％）、10名（2.0％）、
4名（0.9％）、であり、第三部の退学者は、平成
21年度から13名（5.9％）、14名（6.1％）、11名（4.6
％）、9名（3.5％）、8名（3.0％）であった。
　休学や退学をする学生の割合は、調査期間の5
年間において、いずれも第三部の方が多かった。
この原因として、経済的な理由が背景として、第
三部は授業料が第一部に比べ安いものの、学生の
中には自身のアルバイトで稼いだ賃金を授業料に
充てているケースもあり、そのため、アルバイト
が忙しくなることで学業がおろそかになったこと
が考えられる。また、入学前に思い描いていた「理
想」と大学での学びという「現実」に大きな差が
あったことも要因の1つと考えられる。特に、三
部は半日のみの授業であり、自分のペースででき
ると思っていたものの、各授業で出される課題や
実習など予想以上に大変であったことなどが推察
された。
　平成22 ～ 24年度に第一部、第三部に入学した
図1　幼児教育学科の休学者の推移
図2　幼児教育学科の退学者の推移
－67－
学生のうち、休学または退学した学生の人数を
GPAの階級別に比較した結果を図3、4に示した。
　第一部の休学者は、GPAが中位から下位の階
級の学生に見られ、そのうち最も低い階級が最多
で3名であった。第三部では、全ての階級におい
て休学者が見られた。
　次に、退学者について、第一部では中位から下
位の階級の学生に見られ、第三部では全ての階級
の学生に見られた。第一部・第三部とも、そのう
ち最も低い階級が最多で5名であった。特に、第
三部において、成績判定の前に退学をした学生が
多かったため、算出不能が14名という結果であっ
た。
　学生支援課の調べによると、休学した学生の中
には、進路再考や語学留学という理由が見られ
た。また、退学をした学生の中には、進路変更を
理由にする者が多かった。例えば、熱心に勉強し
ていたが、他のことに興味を抱いて進路変更した
者がいた。一方で、幼児教育に特に関心があった
わけではなかったものの、高校の教員や保護者に
大学進学を勧められたり、「大人より子どもを対
象にした仕事がいい」と安易に考えて入学してき
た学生や保育職を目指していたものの、学外実習
などでつまずいたために保育職に向いていないと
感じて進路変更を行った者もいた。
　この背景には、入学段階でのミスマッチがある
と考えられる。保育者をイメージでとらえてお
り、実際に保育者の仕事内容はどのようなもの
か、保育者になるためにはどのような勉強をし、
どの程度の実習をするかなど理解せず入学をして
きていると推測される。
　このため、入学前の学生募集の段階で、本人や
保護者・高校の教員に対し、保育者の仕事や保育
者になるための学習内容について、学校案内やホ
ームページ、ガイダンスやオープンキャンパス、
高校訪問の機会を利用し、十分な説明をすること
により、休学・退学者を減少させることが可能と
考えられる。
　GPAの階級別に比較した公務員試験の合格者
数を表1に示した。
　第一部・第三部ともGPAが高い階級の群では、
公務員試験の合格率が高いという結果であった。
また、いずれのGPAの階級においても、第三部
の方が第一部に比べ、公務員試験の合格率が低か
った。この原因として、近年、第三部の学生にお
ける就職先に対する思いが多様化しており、学生
の多くが公務員になりたいと思っているわけでは
ない状況にある。保育職のなかでも託児所を希望
図3　GPA階級別に比較した幼児教育学科の休学者数
図4　GPA階級別に比較した幼児教育学科の退学者数
表1　GPA階級別に比較した公務員試験合格者数
「気になる学生」の指導のための情報共有システムの試案
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したり、その他の企業に就職を希望する学生の増
加に伴って、愛知私立幼稚園連盟の愛知県私立幼
稚園教員採用候補者第一次統一試験の受験者も減
少傾向になっている。
　本学の公務員試験の対策講座が5限目に開催さ
れていること、毎年2～ 3月（春休み期間）も講
座が行われるため、公務員を目指すための講座に
出席するとアルバイトをすることができなくなる
ことが原因である。また、時間割に空きがなく、
就職に関するガイダンスを開く場所がないことも
関係しているため、この対策として、キャリア支
援に関するコマの開講などの手だてが必要であ
る。
　以上の結果から、GPAが高い学生は公務員試
験の合格率が高いものの、休学・退学の状況は必
ずしもGPAの関係が明らかにはならなかった。
つまり、学生の動向には、成績以外に、学生自身
の性格傾向やコミュニケーション能力、友人や教
職員との人間関係、家庭的な問題など多くの要素
が複雑に関与しており、それらを教職員が把握
し、適切な支援を行う必要があることが考えられ
た。
2．FD・SD合同研修会
　平成26年度第2回FD・SD合同研修会において、
「気になる学生に対して、どのような支援ができ
るか」について、グループワークを行った。そこ
で得られた結果レポートを集約し、今後の指導に
おける資料とするために表2にまとめた。
⑴　気になる学生に対する支援の現状と課題
①現在、本学では欠席調査（欠席回数3回、5回
で報告）を実施している。
→授業担当教員やクラス担任により取り組み
方が異なり、教員によって温度差が発生し
ている。
②学科会議（月1回開催）では、特に目立つ学
生の状況は報告し合っている。
→「少し気になる段階」の学生については、
表2　気になる学生の様子と予想される背景
－69－
個別での把握・対応にとどまっている。
③学修支援センターでは、学習支援が必要な学
生について、授業担当者等にも協力を仰ぎ、
個別に支援をしている。また、保健室では、
精神面、家庭環境などをカウンセラーに相談
する機会を設けている。
→学生が来ない（来ることができない）うえ、
単独の部署では限界があり、十分なフォロ
ーできていない。
　これらのことから、複数の授業担当者から少し
でも気になる学生の状況（欠席状況、授業態度）
を報告し合うとよいと考えられる。また、休学者
は休学を繰り返す傾向にあり、本学の短期大学に
おいて、休学後に退学した学生の割合は幼児教育
学科第一部70％、同三部56％となっている。休学
した学生が復学し、卒業できるためには「復学生
の居場所づくり」が課題であろう。この点も含め
て、学生を支援する部署（保健室や学修支援セン
ター）について、ガイダンスやクラスミーティン
グなどで、その機能を紹介し、相談に行きやすい
環境を整える必要が感じられた。
⑵　気になる学生に対する支援のあり方
　次に、グループワークで得られた報告を参考
に、気になる学生の支援の現状と課題、支援のあ
り方をまとめた。
①各グループからは「気になる学生に対し、日々
の挨拶を含め、声をかけるなど個別対応をし
ている」ということが多く挙げられた．また、
その際のポイントとして、次の3点が挙げら
れた．
・学生一人一人の話をよく聞き、生活の様子、
自身の能力をよく見極める。
・学生から虐待やリストカットなど、個人的な
状況を告白されることがあることから、必要
があれば、過去にさかのぼった話を聞く。
・必要があれば、保護者や保証人に連絡を取る。
②十分な支援をすることができない学生側の問
題点
・学生が何らかの問題を抱えていても自ら相談
できない原因の1つに、学生自身が個別対応
に慣れてしまっており、教職員から声を掛け
られるのを待っているのではないか。
→個別対応に加え、学生が安心して主体的に
動けるような環境作りを行う必要が感じら
れた。
③十分な支援をすることができない教職員側の
問題点
・学生がどのくらい悩んでいるのかについて、
誰が判断すべきか、また、その基準が不明で
ある。
→授業後すぐに退出する学生は気になるか？
・特に家庭の問題に関する支援は、どのように
（方法）どこまで（程度）行うのかは明らか
ではない。
・特に女子学生なので、男性職員は対応が難し
いと感じる。
　現在、「気になる学生」の判断は、出欠席状況、
成績などの客観的な視点と、教職員の主観的な視
点によって行われている。主観的な視点では、教
員の個人差が大きくなるため、幼児教育学科ディ
プロマ・ポリシーなどから簡易な判定表を作成し
て、複数の教職員で判断するという手法ができる
と思われる（表3）。
　一方で、支援・指導方法については、確固たる
ルール決めは難しく、ケース・バイ・ケースで対
応しなくてはならない。例えば、授業についてい
けない理由を明確にし、対応していくべきであ
る。現在は、担任やゼミ（子どもの研究Ⅰ）担当
が指導にあたっているが、学生（保護者も含めて）
とコミュニケーションをとり、適切な支援や指導
をするためにも教員、職員の様々な角度や視点が
必要となる。また、進路の指導方針や休学・退学
に対する指導方針等は学生の出席の状況や授業態
度、進路希望、家庭の状況など多方面の情報から、
学生の利益を最大限に考えた判断（指導）をしな
くてはならない。
表3　幼児教育学科ディプロマポリシーを基準とした学
生の学習状況の調査票（第一部用）
「気になる学生」の指導のための情報共有システムの試案
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⑶　学生の情報の共有システムの構築
　先述の⑴⑵から、教職員によって、「気になる
学生」に対する支援は異なること、一教職員では、
「気になる学生」に対する支援は限界があること
が明らかとなった。また、授業や窓口、保健室な
どで学生に対して何らかの違和感を抱いても、情
報を集約する場所がなく、情報の共有範囲はすべ
て個人の判断にゆだねられているということが課
題である．
　そこで、現段階で考えうる支援策として、学生
の情報の共有システム（学生相談センタ ：ー仮称）
を構築し、手順に基づき、学生一人一人に合わせ
た対応をするという試案をまとめた。
【手順】
ア　学生の相談を受ける（内容に合致した相談窓
口があることが望ましい）
イ　各部署から全体の情報を収集する
ウ　関係者（授業担当者、担任など）を招集し、
チームを作成する
エ　ケースカンファレンス（個別指導方針作成）
を実施する
オ　実施後、定期的なフォローをする。
　学生相談センターとは、学修支援センターが中
心となり、教員と職員間の組織をつなぐシステム
である。学生に関する情報を集約し、また相互に
持っている情報を学生のために活用するうえで意
義深いものと考える。このシステムでは、話を聞
く相手が教員であると、評価に係わってくるた
め、本心を読み取ることができなくなる可能性も
あることから、学生が話しやすく、学生との信頼
関係を築き、学生に寄り添い、状況を正しく判断
できるスタッフの育成が必要となる。また、学生
の情報共有が教職員間で噂話のように話されるこ
とがないよう、教職員のモラル形成も必要であ
る。学生相談センターに相談に来る学生と休退学
者の因果関係が明らかになると、早期に対応する
ことができると考えられる。
Ⅳ．まとめ
　本研究は、本学の学生の休学・退学の状況を明
らかにし、どのような支援体制を構築することが
できるか、検討することを目的とした。その結果、
休学・退学の状況をGPAのみで説明することは
できず、学生自身の性格傾向やコミュニケーショ
ン能力、友人関係、家庭的な問題などが関与して
いることが考えられた。
　また、本学の学生の休学者や退学者を少しでも
減らし、人間力、専門力、社会貢献力を獲得させ
ようとするのであれば、学生の状況についてより
深い分析を行い、早急に実効性のある制度を作り
上げるなど、全学をあげて教職員一丸となった取
り組みが必要である。
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